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本学は令和6年11月に文部科学
省の令和6年度「大学の国際化に
よるソーシャルインパクト創出支援
事業」（タイプⅠ）に採択されました。
事業構想名は「ものづくりと地域社
会に変容をもたらすグローバル技
学共修教育モデル構築とR＆D人材
育成」です。本事業を通じて、本学
の特色であり、かつ強みでもある技
学教育を発展させ、地域課題の解
決を達成し得る人材を地域社会と
ともに育成する教育モデルの構築
を目指します。
実践的な技術者教育である技学

教育は、（1）産学連携による実践的
なエンジニアの育成、（2）学部・修
士一貫教育によるR＆D人材の育
成、（3）高専－技科大が連携した教
育という3つの柱で構成されていま
す。これらの柱に「多文化共修」を
効果的に組み合わせることで「グ
ローバル技学共修教育長岡モデ
ル」を構築・展開し、科学技術イノ
ベーションや社会実装といった大学

のアウトプットにより、アウトカムと
しての「大学創出型ソーシャルイン
パクト」を生み出します。さらに、地
方自治体及び高専と連携した多文
化共修で地域課題に取り組み、大
学・学生が地域社会に影響を与え
ることで生まれる地方自治体・地域
企業によるアウトカムとしての「大
学誘起地域創出型ソーシャルイン
パクト」を創出します。
本教育モデルの構築により、海外

留学しない学生も含めた全ての学
生がグローバルマインドを涵養でき
る教育研究環境（グローバルキャン
パス）を実現します。このグローバ
ルキャンパスで学び、高度な技術と
マネジメント力を育んだ留学生が国
内企業や地域企業を選び、日本へ
定着することで、外国人材の活用や
地域の活性化及び多様化を促進す
るべく、多文化共生を実現させます。
以上のように、技学教育とともに

多文化共修を推進し、日本人学生、
留学生、高専生がともに地方自治体

や地域企業に出向いて地域課題に
取り組むこと、地方自治体や地域企
業がR＆D育成人材を活用すること
により、ものづくりと地域社会に変
容を促し、留学生の日本定着の促進
にも繋げることで、日本から海外へ、
また海外から日本へと「技術と人材
の好循環」を持続的に生み出す仕
組みの構築を進めて参ります。

長岡技術科学大学　学長

鎌土　重晴

ご 挨 拶

大学の国際化によるソーシャルイン
パクト創出支援事業は、大学等が教
育研究活動を行う国内外の地域に
おける課題について、その抽出から
分析、解決策の検討及び提案、社会
実装に至るまでの過程において、日
本人学生と外国人留学生がそれぞ

れの文化的多様性を活かし共に学
修することを「多文化共修」と位置
付け、これらの共修科目や科目群・
コース等の開発・実施・普及を推
進します。
文部科学省が令和6年度から実施
した事業であり、本事業の採択大学

等が多文化共生社会の実現を牽引
し、さらに多文化共修による教育研
究活動が、国内外の課題解決策の
提案や社会実装の先にある「ソー
シャルインパクト」の創出に繋がる
ことが期待されています。

大 学 の 国 際 化 に よる
 ソ ー シ ャ ル イン パ クト 創 出 支 援 事 業 と は



グローバル技学共修教育 長岡モデル

大学の変容 企業の変容

大学創出型
インパクト

大学誘起地域創出型
インパクト

他の交流先・活動

長岡技科大 長岡高専

長岡市

地域企業

学　部
・ 地域課題の理解
・ 多様性理解
・ 多文化共修導入
・ 企業の課題解決
・ 英語コミュニケーション

・ グローバル企業、価値創造企業
・ 新事業創出
・ 新技術・新製品開発

新産業の創出
・ スタートアップ
・ 社内ベンチャー

地域社会の変容
・ 暮らしたい
・ 暮らしやすい
・ ずっと暮らしたい

大学・学生が関与する
ことで地域から生まれる
間接的なアウトカム

人的リソース輸出国、
中央アジア地域
・ フィールドワーク
・ インターンシップ、
 修士R&D人材教育

GTP（生産拠点国）
・ 海外実務訓練、
 リサーチインターンシップ
・ 共修科目講師派遣、
 共修コーディネーター設置

海外KOSEN
・ フィールドワーク
・ インターンシップ、学部－修士
 一貫R&D人材教育

学術交流協定、
包括協定締結大学・機関
・ 海外実務訓練、
 リサーチインターンシップ
・ TP、リサーチインターンシップ
・ フィールドワーク
・ 講師派遣

企業
・ 実務訓練、 インターンシップ
・ 社会人再教育

・ 大学院生（日本人・留学生）との共修
・ 卒研を通した地域課題の理解・解決
・ 多文化共修の導入

大学院
・ 地域課題解決　
・ 地球規模課題理解
・ 多文化共修の実践
・ マイクロクレデンシャル、
 オープンバッジ発行

DXRものづくり
オープンイノベーションセンター 
DXアジャイルものづくり
研究開発センター

多文化共修日本語教育
研究センター（新設）

・ 教材・教育法開発
・ 多文化共修研究
・ 教員育成

・ 地域企業の人材確保支援
・ 多文化共生社会実現
・ 地域改革（外国人への生活支援、
 環境整備等）
・ 起業支援

・ インターンシップ受入
・ 外国人人材の採用
・ 留学生への修学支援
・ 技術の高度化、グローバル化

教育モデルの展開

地域社会
日本社会

技術と人材の
好循環

国際社会

◎地域課題の理解 ◎地域課題の解決

◎地球規模課題の理解 ◎地球規模課題の解決

ソーシャルインパクト

育成する人材像
ものづくりと地域社会に
変容をもたらすＲ＆Ｄ人材

共 出

共 出 地

共 出 地

共 出 地

共 出 地

共 出

共 出

共 出 地

国際共修
出口に着目した留学生受入
地域社会との連携

共
出
地

科学技術
イノベーションの創出

研究成果の社会実装

R&D人材育成

外国人高度専門職
人材の育成

R&D人材の活用

日本定着

大学のアウトプットから
生まれる直接的な
アウトカム

学部―修士一貫グローバル技学共修教育カリキュラム

地域社会の変容

地域課題解決法提案

長岡高専
海外拠点 
（GTP）

国内外の
自治体・企業
海外拠点

長岡市役所

地域企業

マイクロクレデンシャル デジタルバッジ発行

修士２年

修士１年

学部４年

学部３年
多文化共修科目導入
講義資料の英語化

専門科目

● 国内・海外実務訓練（既設）

● ものづくり地域産業課題
 解決実習（新設）
● 地域社会課題解決実習（新設）
● 国内地域課題解決特論（新設）
● 海外地域課題解決特論（新設）
● ベンチャー起業実践１（既設、教養）
● ソーシャルイノベーション特論（既設、教養）

● 海外リサーチ
 インターンシップ
 （既設）

教養科目 外国語科目

大学誘起地域創出型インパクト
ものづくり地域企業の変容

学術的インパクト
科学技術イノベーション

大学創出型インパクト課題解決

地域課題・地球規模課題理解

地域課題理解

多文化共修科目導入
英語科目の直接法による授業、
講義資料の英語化 等

学生派遣

外部講師派遣、
社会人学生受入れ

海外企業

講師派遣

学生派遣

学生派遣

外部講師派遣

共修コーディネーター、
コンサルタント会社

多文化共修日本語教育
研究センター（新設）
教材・教育法開発、 
多文化共修研究、etc.

TA学生活用
英語コミュニケーション補助、
ファシリテータ

学部1、2年

課 題 ・ ものづくり産業の国際競争力強化
・ ものづくり産業を支える地域の活性化

特 徴
・ 技学教育と多文化共修によるＲ＆Ｄ人材育成
・ Ｒ＆Ｄ人材により地域企業と地域社会が変容
・ 地域、企業と連携して課題解決
・ 大学発のインパクト、地域発のインパクト

・ 日本語教育環境の強化
・ 海外拠点、コーディネーターの活用
・ 設定した“共修”、“留学生と日本人学生”
 “地域社会と学生”、 “社会人と学生”

● グローバルコミュニケーション（既設）
● 地域産業と国際化（既設）
● エンジニアリング・デザイン（既設）　　
● 技術者倫理演習（新設、必修）
● 地域課題特別講義（新設）
● 地域課題共有（演習）（新設）
● 実験・演習科目（既設、専門） etc.

ものづくりと地域社会に変容をもたらす
グローバル技学共修教育モデルの構築と
Ｒ＆Ｄ人材育成

育成する人物像

地域課題を題材とした多文化共修科目の導入により、真のグローバルキャンパスの実現と
外国人R&D人材の日本定着及び日本人との多文化共生の促進を目指す。

日本人学生と留学生が地域課題に関する協働学習を行うことで
　● 日本のみならず海外の地域課題を理解
　● 互いの文化や考え方の違いを認識
させる。

これにより、日本人学生、留学生が互いに刺激しあうことで
　● 日本人学生は社会や国に対する意識を高めるとともに、他国を理解し多様性を受容す
る態度を養う

　● 留学生は日本社会の理解をより深めつつ、自国の課題を再認識する
ことを目指す。

この多文化共修に自治体、地域企業、高専が加わることで、
　● リアルな地域課題の解決に取り組める
　● 留学生や幅広い年代の参画により課題解決に多角的な視点を取り入れられる
　● 地域や企業の外国人材受入に対する意識が変わる
ことが期待される。

ものづくり地域産業と地域社会の変容を目指し、地域社会との協働により
多文化共修を技学教育に組込み、「グローバル技学共修教育」へと発展させ
ることで地域課題の理解・解決を志向し、それを達成し得るグローバルR&D
人材を育成する。さらに「実践の中から学理を引き出し、その学理を再び実
践の中で試す」という技学の理念を具現化し、地方自治体、高専、海外拠点と
協働して地域課題の解決を目指す実践的な多文化共修により、育成した人
材を核として大学発、地域発ソーシャルインパクトを引き起こす。
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